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第１８回 土佐西南文化交流祭（大月町）の報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 去る 2 月 3 日（日曜日）に幡多地区文化協会主催、大月町教育委員会共催による土佐西南文化

交流祭が大月町農村環境改善センターで行われました。この交流祭は今回で１８回目を迎え、幡

多地域 5 ヶ市町村から 17 団体、延べ 170 名が出演し、会場にはたくさんの観客が鑑賞する中

で、日頃練習した踊りや歌が披露されました。 

各団体によるコラボレーション（土佐清水市）５団体 

佐賀いきいき民踊クラブ（黒潮町） 
スポーツダンス愛好会（大月町） 

コスモスクラブ大方（黒潮町） 

宿毛民踊クラブ（宿毛市） 

（黒潮町） 
華の会（三原村） 

（黒潮町） 

大方フォークダンス愛好会（黒潮町） 

（黒潮町） 

せせらぎ会（三原村） 

（黒潮町） 

コスモスクラブ大方（黒潮町） 

（黒潮町） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宿毛市民合唱団（宿毛市） 

（黒潮町） 

 

新民舞夢郷流和楽会大月教室（大月町） 

（黒潮町） 

宿毛民踊クラブ（宿毛市） 

（黒潮町） 

大方フォークダンス愛好会（黒潮町） 

（黒潮町） 

関西詩吟文化協会清吟会（土佐清水市） 

（黒潮町） 

佐賀いきいき民踊クラブ（黒潮町） 

（黒潮町） 

歌謡体操サークル（大月町） 

（黒潮町） 

三原村銭太鼓愛好会（三原村） 

（黒潮町） 

合唱『柏島賛歌』について 

           ～宿毛市民合唱団～ 
 
太平洋戦争のまっただ中である昭和 19 年に大村湾

川棚で編成された第134震洋隊海洋特攻隊が宿毛の宇

須々木に着任し、半谷達哉中尉以下 45 名の部隊は柏島

に進出しました。2 ヶ月の短い期間でしたが、故郷を離

れ出撃に向け日々過酷な訓練をする若者たちと、柏島の

島民との触れ合いや、生と死の戦いを半谷中尉が 9 番

までの詞にし、昭和 62年に半谷中尉と柏島の酒井さん

の依頼で、現在宿毛市民合唱団で指揮をされている金子

和孝先生が曲を付け作られたものです。 

色鮮やかな照明と立派な舞台音響に包まれ、多彩なジャンルのパフォーマンスが披露されまし

た。観客席からは大きな声援が送られ盛大な交流祭となりました。これも大月町実行委員会のみな

さんと、大月町教育委員会のみなさんによる事前準備から当日の運営があってのことだと感じまし

た。たいへんお疲れ様でした。 

この土佐西南文化交流祭は、かつては 10 市町村が持ち回りで行われていましたが、現在では土

佐清水市、宿毛市、黒潮町、大月町、三原村の 5 市町村となりました。少子高齢化に伴い文化活

動の衰退が色濃くなっている中、この土佐西南文化交流祭は年に 1 度の重要なイベントとして位

置付けられています。今後文化・芸能活動を継承していくためにも、会員のみなさんの日々の活動

はもちろんのこと、行政の支援と地域の方々の協力は必要不可欠になってきます。この土佐西南文

化交流祭が５年後も１０年後も、また大月町に戻って来られるよう、今後も会員のみなさんのご活

躍を祈念するとともに、地域の方々のご支援とご協力をお願いしたいと思います。 


